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第31回北海道臨床工学会 
初のWeb開催が終了 

2021 年 2 月 21 日（日）に開催された第 31 回北海道臨床工学会は多くの関係者の皆様のご協力のもと、

盛会に終了いたしました。今回は、COVID-19 の影響により開催時期が延期され、かつ現地開催から初の

Web 開催へ切り替えて執り行われました。演者の皆様には、開催様式変更に伴う発表演題の事前収録な

ど、多大なご不便をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。開催にご協力していただいた皆様、当日

ご参加いただいた会員の皆様、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 
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されていました。中でも、ECMO 使用患者の搬送

に関わる業務では、事前のシミュレーションをし

っかりと行い、関連施設との連絡体制を密にし、迅

速かつ的確に業務を遂行している姿がとても印象

的でした。加えて COVID-19 透析スタッフ支援事

業サポート本部の立場から札幌医科大学の小山雅

之先生が業務支援の実際について、ご自身の経験

を基にご講演していただきました。また、当会人的

支援対策ワーキンググループ担当理事の橋本佳苗

副会長からワーキンググループ発足の経緯につい

て、札幌北楡病院の月安啓一郎先生からは支援活

動の報告をしていただきました。日々の COVID-

19 の治療にご尽力されている中、お時間をいただ

き貴重なご発表をしていただきました演者の先生

方に、この場をお借りして感謝申し上げます。 

日本生体医工学会北海道支部共同企画として

「抄録・論文の書き方を基礎から学ぶ」というテー

マで、日本生体医工学会 編集委員会副委員長の

岡本英治先生から、「論文出版の概要と現状」と題

して、同会 編集委員会委員長の横澤宏一先生か

らは、「抄録・論文の書き方のポイント」と題して

ご講演していただきました。論文を査読する側か

らの論文執筆の要点や、どのような視点から査読

を行っているかなど、普段は知ることの無いよう

な内容となっておりました。 

＜第 31回北海道臨床工学会の様子＞ 

Web 形式で第 31 回北海道臨床工学会が開催さ

れ、総勢 346 名にご参加いただきました。 

特別講演では、JCHO 札幌北辰病院 腎臓内科

の佐藤亜樹子先生が、「CKD と腎性貧血について」

と題して、腎性貧血の病態や ESA の変遷、新しい

腎性貧血治療薬の HIF-PH 阻害薬について、作用

機序など詳細かつ分かり易くご説明していただき

ました。 

続く教育講演では、五人の講師をお招きしてご

講演していただきした。第一部では、三重ハートセ

ンターの辻井正人先生が「12 誘導心電図の基礎」、

JR 札幌病院の浦崎伸吾先生が「呼吸管理に初挑戦!

～準備しておきたい基礎知識～」と題してご講演

していただきました。第二部では、弘前大学医学部

附属病院の佐々木真吾先生と加藤隆太郎先生がそ

れぞれの立場から遠隔モニタリングとの係わりに

ついてご講演していただきました。第三部では、北

海道循環器病院 診療技術部 臨床工学課の猪俣

雄祐先生から「次世代タブレット型プログラマー

について」と題して最新の CIED 管理の実際につ

いてご講演していただきました。日々、現場でご活

躍されている先生方から、各分野における基礎的

な内容から実臨床において必要な知識や技術など

をご説明していただきました。 

午後のセミナーは、COVID-19 の治療に対応し

ている各施設の臨床工学技士の方々から、それぞ

れの経験をご発表していただきました。 

COVID-19 陽性者の血液透析を施行する際の感

染管理や空調などの設備面での注意点などが紹介

さ 

『報告！COVID-19 に対するそれぞれの 

取り組みと活躍』パネルディスカッション 

最優秀演題を受賞された岡崎先生 

恒例となりました優秀演題セッションでは、6演

題がノミネートされ審査員による厳正な審査が行

われた結果、旭川医科大学病院 診療技術部 臨

床工学部門の岡澤 南先生が発表された「光源装

置の違いによるライトガイドケーブル接続部の温

度上昇の比較」が最優秀演題となりました。 

 初めて Web 開催という形式でしたが、対面式と

は 
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第21回卒後教育セミナー開催 

2020 年 12 月 19 日（土）第 21 回卒後教育セミ

ナーが Zoom を使用した Web セミナー形式で開

催されました。 

今回のテーマは、「神経刺激装置の基本と実際」

という内容となっていて、その中で仙骨刺激療法

と脊椎刺激療法について、デバイスメーカーと臨

床現場で業務に携わる臨床工学技士を講師に招き

ご講演いただきました。 

 はじめに、日本光電工業株式会社の波多野先生

から、仙骨神経刺激療法(Sacral Neuromodulation：

SNM）についてご講演がありました。仙骨神経刺

激療法とは、「仙骨神経を電気的に刺激することに

より、便失禁および過活動膀胱の症状改善を目的

とした治療法」を示しており、世界で 30 万人以上

の患者が治療を受けているということでした。シ

ステム構成は、リード、植え込み型刺激装置、医師

用プログラマー、患者用プログラマーとなってい 

大宮会長の開会挨拶と講師の方々 

はまた違う雰囲気で、より多くの発表を拝聴する

ことができました。本工学会開催にあたりご協力

いただいた皆様にこの場をお借りして心より御

礼申し上げます。 

広報 東 

＜優秀演題一覧＞ 

2021 年 2 月 21日に開催しました第 31 回北海

道臨床工学会におきまして、優秀演題セッション

と学生発表セッションで発表いただいた演題の

審査を行い、閉会式にて下記の演題の表彰を行い

ました。 

 

≪最優秀演題≫ 

「光源装置の違いによるライトガイドケーブル 

接続部の温度上昇の比較」 

旭川医科大学病院 診療技術部 臨床工学部門 

岡澤 南  

≪優秀演題≫ 

「メラ遠心血液ポンプシステム UNIMO の 

吹送ガス圧アラーム設定についての検討」 

旭川医科大学病院 診療技術部 臨床工学部門 

越山裕平 

≪優秀演題≫ 

「当院における AED リモート監視システム 

導入の経験」 

北海道大学病院 ME 機器管理センター 

田中佑樹 

 

≪最優秀学生演題≫ 

「吸引・ベント回路における圧閉度調整法の 

基礎的検討」 

西野学園 札幌医学技術福祉歯科専門学校 臨床工学技士科 

瀧澤 誉 

≪優秀学生演題≫ 

「スマートデバイスを用いた新機種導入時の 

サポートシステムの開発」 

学校法人滋慶学園 北海道ハイテクノロジー専門学校 臨床工学技士学科  

 浅井七星 

受賞されました演者につきましては、賞状と副

賞として「新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

から、道内の食品流通の回復を目的とした北海道

の緊急対応カタログギフト」を進呈させていただ

き、最優秀演題の演者につきましては日本臨床工

学会への参加のサポートをさせていただきます。

来年度以降も、皆様の研究が活発に発表されます

よう期待しております。受賞されました先生方に

つきましてはお祝い申しあげます。 
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日胆支部講演会 開催 

2021 年 1 月 26 日（火）、2020 年度 北海道臨

床工学技士会 日胆支部講演会が Web 上で開催

され、日鋼記念病院 放射線科 科長 篠原正裕先

生に「シャント PTA～当院における術前評価・術

中手技・術後評価～／肺炎の画像診断について」

という内容でご講演していただきました。 

 日鋼記念病院では年間で 200 例以上の PTA を

施行しており、超音波によるエコーガイド下と造

影剤を使用した透視下での治療をかけ合わせて 

 

北海道医療・福祉関係職能団体等 

意 見 交 換 会 開 催 

スライドの一部とご講演いただいた篠原先生 

て、比較的馴染みのある植込み型心臓電気デバイ

スと同じようなものとなっていました。 

次に、日本メドトロニック株式会社の品澤先生

から、脊髄刺激療法（Spinal Cord Stimulation：

SCS）についてご講演がありました。脊髄刺激療

法は、「脊髄に微弱な電気を流すことにより、慢性

の痛みを和らげる治療法であり、腰椎術後の下肢

痛や虚血性疼痛等の神経障害性疼痛に効果が高

い」とのことでした。機能の特徴として、体位変

換対応機能というものがあり、体位によって生じ

た脊髄とリードの距離変動に対応するため自動

で出力を調整し、姿勢変動に伴う不快感を軽減さ

せるものがあることが紹介されていました。 

 最後に、JR 札幌病院の阪本先生から仙骨神経刺

激療法における臨床工学技士の関わりについて

ご講演がありました。主な関わりとして、リード

留置後の出力設定の確認や患者プログラマーの

使用方法についての説明、外来でのフォローアッ

プなどがありました。高齢患者に対してプログラ

マーの操作方法の説明を行うことが最も大変な

作業であると話されていました。昨今、様々な植

え込み型デバイスが開発、使用されている状況に

おいて、私自身も初めて知ることが多くあり、大

変勉強になりました。ご多忙の中、ご講演頂いた

先生方、参加された皆様にこの場をお借りして感

謝申し上げます。 

広報 東 

実施しておりますが、近年では、エコーガイド下

のみで PTA を実施する施設もあり、放射線被曝

や造影剤使用による透析などを考慮する必要が

ない場面も増えてきているようです。 

シャント PTA や胸部 X 線写真の講義において

は、エコーガイド下での穿刺やバルーン拡張時の

血管損傷、X 線写真と CT 画像を比較するなど、

実症例を用いてわかりやすく教えていただき、日

頃から実施しているシャント管理や定期的に撮

影している胸部 X 線写真など、すぐに現場で活か

せる内容となっておりました。 

 今回の講演会は 40 名以上の方にご参加いただ

きました。お忙しい中、ご講演いただいた先生、

並びに参加していただいた皆様に厚く御礼申し

上げます。 

広報 野尻 

 

北海道医療・福祉関係職能団体等意見交換会が

2 月 3 日北海道医師会館で開催されました。いつ

もは北海道内の医療福祉団体の代表者が一堂に

あつまり 60名ほどの参加となるところでしたが、

新型コロナウィルス感染症のために web とのハ

イブリットでの開催となり会場には 15 名ほどの

出席者となりました。 
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講演中の小塚委員長 

2021 年 2 月 6 日（土）の 16：00 から、第 22

回卒後教育セミナーが Web 形式で開催されまし

た。 

今回は、「手術室における内視鏡関連業務－内

視鏡手術関連業務の現状と展望－」というテーマ

で、およそ 2 時間程度行われ、36 名の方が参加さ

れました。 

手術室における内視鏡関連業務は、2024 年に始

まる「医師の働き方改革」におけるタスクシフト・ 

タスクシェアの中で、我々臨床工学技士が担える

分野として大変注目されています。橋本副会長か

らも、2024 年までに向けての大切なヒントをいた

だけるのではないかという挨拶から、本セミナー

は始まりました。 

本セミナーは、4 部構成となっており、第 1 部

は北海道臨床工学技士会理事の橋本修一先生よ

り「内視鏡手術装置のメンテナンス」というテー

マで講演いただきました。札幌医科大学病院で実

際に行われている内視鏡手術装置のメンテナン

ス方法を沢山の写真で、わかりやすく解説いただ

きました。また具体的な故障事例や、不具合時に

発生する現象を、動画を使っても解説していただ

き大変理解が深まりました。また、橋本修一先生

は、北海道臨床工学技士会の教育委員会担当理事

としてもご活躍されており、手術領域における臨

床工学技士の業務マニュアルを作成していただ

いております。本マニュアルと併せて、講演を聞

くことによってより一層の理解が深まったもの

と思います。 

第 22 回卒後教育セミナー開催 北海道医師会の長瀬会長のあいさつから始

まり、話題提供 1 として北海道放射線技師会よ

り医師の働き方改革によりタスクシフトにつ

いてのご講演がありました。 

その後、話題提供２では新型コロナウィルス

感染症への対応について 3団体からの講演があ

りました。北海道医療ソーシャルワーカー協会

からは新型コロナウィルス陰性化後の困難な 

退院調整に対する MSW 派遣対応について、北

海道臨床検査技師会からは検査方法の説明と

札幌市 PCR センターへの業務支援について講

演いただきました。また、北海道臨床工学技士

会より「新設！！人的支援対策ワーキンググル

ープの挑戦」として人的支援対策ワーキンググ

ループの小塚麻紀委員長より講演していただ

きました。 

立ち上げの経緯から WG の取り組み、そして

今後のあらたな感染対策に関する啓蒙活動と、

参加された各団体にむけてわかりやすくご講

演いただけました。 

臨床工学技士の支援登録者はまだまだ足り

てはいませんので、是非ご検討いただき有事の

際は助け合うことができるよう皆様のご理解

とご協力よろしくお願いします。小塚委員長、

多忙の中ご講演いただきありがとうございま

した。 

広報担当理事 木村 

第 1 部の講演のスライドの一部 
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十 勝 支 部 学 術 講 演 会 開 催 

第 2 部、第 3 部は、道内でスコピスト業務の第

一人者として働いておられる、総合病院釧路赤十

字病院 医療技術部 臨床工学課 齊藤貴浩先

生と、社会医療法人北楡会 札幌北楡病院 臨床

工学技術科 小林慶輔先生の 2 名にスコピスト業

務について講演いただきました。両施設とも、ス

コピスト業務を始めるにあたってのご苦労が沢

山あったものと感じました。また、両施設では、

マニュアル、教育、システム体制、症例の振り返

りと行っており、スコピスト業務に対して真摯に

取り組まれている姿がとても印象的でした。 

第 4 部は、パネルディスカッションが行われま

した。ここでは、これから内視鏡手術業務を開始

しようとしている施設へのアドバイスや、点検治

具を購入するにあたってのアドバイスなどがあ

り、これから始めたいけど、どうしたらいいのか

悩んでいる施設の方にも大変参考になったので

はないでしょうか？ 

これから、この分野は大変注目されていく分野

であることは間違いありません。そのためにも、

理解しやすい具体的な情報が、厚労省から示され

ることを期待したいと思います。 

パネルディスカッションの中でも、大宮会長が

会員の皆様に厚労省からの情報を速やかに提供

したいとも述べておりましたので、今後に注目し

ていきたいと思います。 

最後に、お忙しい中にも関わらず、自施設の情

報を会員の皆様のために公表していただきまし

た演者の方々、参加していただいた皆様に感謝申

し上げます。 

広報 澤崎 

2021 年 5 月 25 日、北海道臨床工学技士会 十

勝支部学術講演会が Web 配信で開催され、札幌

医科大学 循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座講

師 茂庭仁人 先生を講師にお招きし、「保存期

CKDの管理と腎代替療法の選択」についてご講演

していただきました。 

講演は 3 つのパートに分かれており、1 つ目の

「腎臓の解剖・生理・病態」では、腎臓の機能や

ネフロンの構造といった基本的な部分から、腎不

全とネフローゼ症候群の違いや腎不全による浮

腫の機序についてなど、臨床工学技士になったば

かりの方にも理解しやすい内容となっておりま

した。 

2 つ目の「保存期 CKD の管理」では、普段私た

ちが携わっていない、患者さんが透析に至るまで

の部分を札幌医科大学 循環器・腎臓・代謝内分

泌内科学講座で実施している保存期腎不全教育

入院を用いて教えていただきました。この中で、

慢性腎不全の電解質異常について「1 文字（K・P）

は軽いので上がる、2 文字以上（Na・Ca・HCO3）

は重いので下がる、ただしマグネシウム（Mg）は

へそまがり（上がる）」は参加された方の記憶に残

ったのではないでしょうか。 

3 つ目の「腎代替療法の選択」では、血液透析・

腹膜透析・腎移植の長所や短所、また、どれに適

応するかなどについて、先生の私見も含めながら

教えていただきました。 

 本講演は 40 名以上の方に参加していただき、

無事 

 

スライドの一部とご講演いただいた茂庭先生 

第 2 部の講演のスライドの一部 
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  無事終了いたしました。お忙しい中、ご講演いた

だいた先生、参加していただいた皆様に御礼申し

上げます。 

広報 野尻 

令和 3 年 1 月 25 日 北海道医療新聞掲載記事 

****************************************** 

記事の詳細は技士会のホームページ 

で閲覧できます。→ 

****************************************** 

北海道医療新聞に掲載されました 

2021 年 1 月 25 日発行の北海道医療新聞におい

て、当会会員の時計台病院 遠藤太一さんの「AI を

使った人工呼吸器の使用台数の予測」への取り組

みが掲載されました。 

本演題は、第３０日本臨床工学会で優秀演題賞、

第３０回北海道臨床工学会で最優秀演題賞を受賞

しており、人工呼吸器のみならず、リハビリ・医療

部材在庫管理・内視鏡など様々な分野への活用が

期待されています。今後のさらなるご活躍を祈念

致します。 

広報 小玉 

今回、第 6 期北海道臨床工学技士会内部理事選

挙において、内部理事に任命された札幌医科大学

附属病院 臨床工学部の橋本修一理事から就任

のご挨拶を頂きましたので掲載いたします 

この度、第 6 期北海道臨床工学技士会内部理事

に就任いたしました、札幌医科大学附属病院臨床

工学部 橋本修一です。皆様と共に、北海道臨床

工学技士会のさらなる発展に向け取り組む機会

をいただき、大変光栄に思います。 

北海道臨床工学技士会と私の関わりは、養成校

卒業後すぐに始まり、事務局員として事務作業や

道内各地で開催される各種セミナー対応で奮闘

し、次いで財務副委員長として、札幌市内で開催

される各種セミナーや委員会等の財務業務を行

いながらロボット作業部会委員長を行った後、教

育委員会委員長を務めせていただきました。 

今後は今まで務めさせていただいた委員会活

動の経験を活かし、諸先輩方の築き上げた（公社）

北海道臨床工学技士会の発展に微力ながら尽力

する所存であります。皆様からの一層のご指導、

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

(公社)北海道臨床工学技士会  

常務理事 橋本修一 
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停電で一部診療を休止していた宮崎市の病院は

3 日午後２時、救急患者の受け入れを再開し、停電

発生から 24 時間以上を要して病院機能が全面復

旧した。2 日夜に停電が解消し、3 日に医療機器の

正常な作動を確認。同病院は停電の原因を病院敷

地内の地下にある電気ケーブル埋設管の不具合と

みているが、特定には至っていない。救命救急セ

ンターが長時間にわたり機能を失う事態に利用者

からは不安の声が、医療関係者からは危機管理体

制を問う声が上がっている。 

 停電は 2 日午後 1 時 15 分に発生。新たな電気

ケーブルを設置するなどして同日午後 9 時 40 分

ごろ停電は解消した。ただ、コンピューター断層

撮影装置（CT）などの医療機器は電気トラブルを

避けるための通電確認に時間を要し、急患受け入

れの再開は 3 日午後にずれこんだ。 

 停電中、人工呼吸器などは非常用電源で対応。2

日に同市内の他の医療機関に転院した透析患者ら

約 10 人は現時点で再度の受け入れは決まってお

らず、今後協議する方針。 

 3 日に退院した日南市東弁分、A さん（79）は

「病室にいたら突然、電気が消えて驚いた。シャ

ワーを浴びることもできなかった」。迎えに来て

いた長女の B さん（55）は「停電が母の手術中に

起きていたら、と考えると不安になる。人工呼吸

器などを使っている人は大丈夫だったのか」と気

遣った。 

 同病院は宮崎大医学部付属病院（宮崎市）、県

立延岡病院（延岡市）とともに救命救急センター

に指定され、高度な手術が必要な重篤患者を受け

入れる「最後の砦」。新型コロナウイルス感染症の

対応では、重症者を受け入れる感染症指定医療機

関の役割も担う。 

今回の事態に県内で救急医療に携わる関係者

は、「高度医療を提供する病院の機能が止まると、

他の医療機関に新たな負担が生じる。県内の医療

全体に与える影響は大きい」と指摘。別の医療関 

係者は「あってはならないこと。リスクマネジメ

ントを見直すべきだ」と危機感を募らせる。 

 病院は 4 日も停電の原因特定に向けて調査を続

ける。県病院局の次長は「県民に大きな不安を与

え、危機管理体制について反省すべき点はある。

原因究明を急ぎ、信頼回復に努めたい」と話して

いる。 

2020 年 11 月 4 日 (水)宮崎日日新聞配信 

＜復旧に２４時間超、利用者不安  

県立病院停電＞ 

◆RMニュース◆ 

青森市の病院は 24 日、昨年 11 月に難病治療の

ため入院していた 70 代女性患者の人工呼吸器の

チューブが外れ、一時心肺停止になる事故があっ

たと発表した。患者は救命措置を受けて一命を取

り留めたが、高次脳機能障害の後遺症が残ったと

いう。 

 病院によると、院内では人工呼吸器のチューブ

が外れた時や、患者の容体に重大な変化があった

時にはアラームが鳴るようになっているという。

事故当時、複数いる看護師の一人がアラームに気

付いたが別の患者の対応をしていたといい、「誰か

が対応しているだろう」と思い処置が遅れたとし

ている。患者には約 20 分間酸素が送られない状態

が続いた。 

 同病院は、事故直後に医療安全検討委員会を臨

時に招集。検証を進め、今年 2 月には事故の報告

書を完成させていた。ただ、新型コロナウイルス

の感染拡大により患者の家族の一部に対面で説明

できていなかったことから、公表時期が遅くなっ

たという。 

2020 年 12 月 25 日 (金)毎日新聞社配信 

＜ 呼 吸 器 外 れ 心 肺 停 止 ＞ 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。 

Web 開催の学会・セミナーも含まれていますの

で、この機会に参加してみてはいかかでしょうか。 

****************************************** 

2021 年 5 月 22 日（土）～23 日（日） 
第31回日本臨床工学会 
熊本城ホールおよび Web 開催 
http://jace31.com/ 

****************************************** 
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～コロナ禍の公益事業推進委員会の取り組み～ 

公益事業推進委員会：山本法秀 

 
皆さんこんにちは、公益事業推進委員会です。今回は現在の活動状況について報

告させて頂きたいと思います。 

新型コロナウィルスが猛威を振るう中、日ごろの業務や各委員会活動でもなかな

か思うような活動が出来ず苛立ちを隠せない日々が続いていませんでしょうか。公

益事業推進委員会でも思ったような活動が出来ていないのが現状です。 

しかし、このような状況の中でも何かできることはないかと模索し、定期的に

Web会議を行い、コロナ渦の中での活動について検討しています。 

また、ＡＥＤ日常点検講習リーフレットの更新、医療機器管理の啓蒙活動の申し

込みフォーム、リーフレットの作成を活発な意見交換の元作成しております。 

今後は公益事業推進委員会広報誌の作成、各支部の担当委員の方と協力し、ＡＥＤ

の講習会の開催や web システム、e-ラーニング等を使用した講習会、啓蒙活動を

考えております。 

新型コロナウィルス感染症が、今後どのようになってゆくのか先が見えない状況

ではありますが、このような状況だからこそできることがあると考え、前向きに今

後の委員会活動を行っていきたいと思っております。 

 

 

 

 

、今年作成した動画の表紙画像 検討中のキャラクターの図 

コロナ禍の活動を模索するWeb会議の様子 啓蒙活動用作成中のキャラクター 



《メディカルオンライン学会誌 
無料閲覧サービスのご案内》 

  

「北海道臨床工学技士会会誌」に掲載された過去の論文を電子

化し株式会社メテオが提供する文献検索サイト、メディカルオ

ンラインで閲覧することが可能です。 

 

2021 年度アカウントについて（2022 年 3 月末日まで有効） 

当会専用 ID：1100007199-06 

パスワード：mkiwb65g 

 

当会雑誌名①：北海道臨床工学技士会会誌 

雑誌 URL：http://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=ey2rinsy 

 

 雑誌 URL へ接続しますと、北海道臨床工学技士会会誌のア

ーカイブ画面へ遷移します。画面右側の会員認証欄に上記専用

ID/パスワードを入力後、会誌の閲覧が可能となります。 
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北海道臨床工学技士会メーリングリスト参加申し込みのお願い 

技士会の情報網拡充のためメーリングリストを作成しておりますので是非ともご参加下さい。当

会運営情報や学会、セミナーの案内など重要な情報を配信します。また、災害発生時には、情報収

集し共有する手段としての活用を検討しております。 

技士会の情報網拡充のため、是非ともご参加ください。 

※申込みは、当会ホームページの「メーリングリスト」よりお願いいたします。 

会 員 情 報 変 更 の 届 出 の お 願 い 

所属施設変更や自宅住所変更された場合の連絡が来なく、ニュースや郵送物の返送

がこの時期多くなっております。会員情報（所属施設、自宅住所など）変更がありま

したら道臨工 HP「会員情報変更」よりお願いいたします。 

 

※メールアドレスを含めた会員情報の変更があった際は、速やかに変更手続きを行ってください。 
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印刷 
 
株式会社  プリントパック  

 

http: //www.printpac.co.jp /  

北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当理事 旭川リハビリテーション病院 臨床機器管理課  木村吉治 

広報委員長 旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

編 集 委 員 旭川医療センター 統括診療部  本手 賢 

旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 

旭川リハビリテーション病院 臨床機器管理課  東 俊輔 

旭 川 厚 生 病 院 臨床工学技術科  小玉麻里菜 

 


